
1991 年業績集(邦文) 

1. 不育症 －その対策のすべて－ ＜原疾患とのかかわり＞自己免疫疾患と不

育症 

高桑好一、田中憲一. 臨床婦人科産科 45:27-29,1991 

2. 重症妊娠中毒症に伴った肝破裂の２症例 

高桑好一、上田宏之、高石光二、西山藤司夫、阿部進、星野茂夫、小原敏郎、 

田中憲一. 産婦人科治療 62:356-358,1991 

3. 流早産における定義、管理法の変遷 

吉谷徳夫、高桑好一、金沢浩二、田中憲一. 新潟医学会雑誌 

104:925-930,1991 

4. 自己抗体陽性不育症患者に対するツムラ柴苓湯投与に関する検討 

高桑好一、楊丙辰、後藤重則、長谷川功、上田宏之、山田潔、風間芳樹、金

沢浩二 、 田中憲一、木村美奈子. 産婦人科漢方研究のあゆみ :73-78,1991 

5. 不正性器出血、機能性子宮出血 

児玉省二. 今日の治療指針 1991 :646,1991 

6. １６施設共同研究による卵巣胚細胞腫瘍の臨床像－特に新分類から見た治

療 成績について－ 

田中憲一、金沢浩二、児玉省二. 日本婦人科病理コルポスコピー学会雑誌 

8:96-106,1991 

7. 超音波パルスドプラー法による臍帯動脈血流波形計測の有用性とその問題

点 

関塚直人、石井史郎、吉沢浩志、田中憲一. 日産婦新潟地方部会会誌 

60:23-27, 1991 

 



8. 低用量アスピリン療法を試みた続発習慣流産（流産８回）の一症例 

浅野堅策、高桑好一、山田潔、上田宏之、長谷川功、後藤重則、金沢浩二、 

田中憲一. 日産婦新潟地方部会会誌 60:46-49,1991 

9. 妊娠中に発症した尖圭コンジローマの一例－妊娠時の子宮腟部細胞診につ

いて－ 

安田雅子、荒川修、田中憲一. 日産婦新潟地方部会会誌 60:53-58,1991 

10. 産科領域における DIC 

後藤重則、大崎朝子、関塚直人、高桑好一、吉沢浩志、田中憲一. 新潟医学

会雑誌 105:100-103,1991 

11. 老人健康法と子宮癌検診 

金沢浩二、笹川重男、宮川糧平. 臨床婦人科産科 45:713-716,1991 

12. 絨毛細胞の増殖能に及ぼす各種 Growth-factor の効果に関する解析 

青木陽一. 日本産科婦人科学会雑誌 43:627-632,1991 

13. 産婦人科画像診断 絨毛性疾患エコー 

金沢浩二、青木陽一、本田修司、塚田清二、中村稔、吉谷徳夫、本間滋、吉

沢浩志 、 児玉省二、田中憲一. 産科と婦人科 58:187-196,1991 

14. 腫瘍内浸潤リンパ球に対する凍結保存の影響 

青木陽一、五十嵐裕一、田中憲一. 医学のあゆみ 158:377-378,1991 

15. 出生時臍帯動、静脈血液ガス分析に関する検討 

大谷哲郎、石井史郎、平沢浩文、本田修司、青木陽一、谷啓光、長谷川功、 

石田道雄、山崎俊彦、高桑好一、吉沢浩志、田中憲一. 日産婦新潟地方部会

会誌 61:21-25,1991 

 



16. 新潟大学医学部附属病院産婦人科遺伝外来における１９９０年度の相談内

容の 検討 

本多達雄、石田道雄、田中憲一、高橋さゆり. 日産婦新潟地方部会会誌 

62:1-4,1991 

17. 正常新生児におけるＣＲＰの生理的変動 

塚田清二、吉谷徳夫、安達茂実、金沢利八郎. 日産婦新潟地方部会会誌 

62:5-9,1991 

18. 部分胞状奇胎の疫学的臨床病理学的検討 

児玉省二、金沢浩二、本間滋、青木陽一、高橋完明、田中憲一. 日本産科婦

人科学 会雑誌 43:1219-1225,1991 

19. 平成２年１年間の高年初産に関する検討 

菊池朗、石井史郎、高桑好一、吉沢浩志、田中憲一. 日産婦新潟地方部会会

誌 62:19-22,1991 

20. 胎児血流計測による胎児診断の現状 

柳瀬徹、安田雅子、関塚直人、石井史郎、吉沢浩志、田中憲一. 日産婦新潟

地方部 会会誌 62:29-34,1991 

21. 習慣流産と組織適合抗原 

高桑好一、上田宏之、山田潔、浅野堅策、東野昌彦、安田雅子、石井史郎、 

風間芳樹、金沢浩二、田中憲一. 新潟医学会雑誌 105:452-457,1991 

22. 後腹膜腔に転移を認めた Endolymphatic stromal myosis の一例 

倉田仁、斎藤憲康、深瀬真之、阿部穣、桑間直志. 日産婦新潟地方部会会誌 

62:53-57,1991 

  



23. 腫瘍マーカーＣＡ５４／６１およびＣＡ６０２の産婦人科領域における臨床的 

有用性の検討 

菅谷進、吉谷徳夫、金沢浩二、田中憲一. 産婦人科の実際 

40:2073-2078,1991 

24. 癌胎児蛋白抗原 

金沢浩二、吉谷徳夫. 胎盤－基礎と臨床－，金沢浩二、吉谷徳夫

編 :241-245, 1991 

25. 子宮頚癌の免疫化学療法 

田中憲一、藤田和之. 日本医事新報 35:7-13,1991 

26. ＩＴＰ合併妊娠の分娩管理について 

荒川正人、山田潔、倉林工、石井史郎、後藤重則、高桑好一、吉沢浩志、金

沢浩二 、 田中憲一. 産科と婦人科 58:2370-2376,1991 

27. 癌と免疫 

田中憲一、五十嵐裕一. 日本産科婦人科学会雑誌 43:N-215,1991 

28. 習慣流産と免疫－抗リン脂質抗体からみた習慣流産の治療－ 

金沢浩二、高桑好一、田中憲一. 産科と婦人科 58:1128-2232,1991 

29. 合併妊娠 妊娠とＳＬＥ 

金沢浩二、高桑好一、田中憲一. 産婦人科の実際 40:1731-1733,1991 

30. 胎児中大脳動脈血流波形に関する臨床的検討 

関塚直人、花岡仁一、石井美和子、竹内裕、徳永昭輝、石井史郎、吉沢浩志、 

田中憲一. 日産婦新潟地方部会会誌 63:15-19,1991 

  



31. 傍卵巣・卵管嚢胞を合併した成人型多嚢胞性疾患の一症例 

五十嵐俊彦、金子博、須藤寛人、安達茂実、八幡剛喜、安田雅弘. 日産婦新

潟地方 部会会誌 63:25-28,1991 

32. 良好な予後を得ている卵巣原発中胚葉性混合腫瘍の一例 

安田雅弘、八幡剛喜、安達茂実、須藤寛人、五十嵐俊彦、加藤政美、東野昌

彦. 日産婦新潟地方部会会誌 63:29-33,1991 

33. 部分胞状奇胎の臨床的取り扱い その注意点 

金沢浩二、児玉省二、本間滋、吉谷徳夫、藻谷直樹、田中憲一. 産婦人科の

実際 40:2207-2212,1991 

34. 絨毛細胞に対する増殖・分化因子に関する解析 

青木陽一、安達茂実、吉谷徳夫、本間滋、金沢浩二、田中憲一. 日本産科婦

人科学 会雑誌 43:1527-1532,1991 

35. 疫学的変化 

竹内正七、児玉省二、本間滋、金沢浩二. 乳房管理 1:72-78,1991 

36. 経皮的臍帯血採取（PUBS) が有用であった血小板減少症合併妊娠の分娩

経験 

本田修司、高桑好一、石井史郎、青木陽一、長谷川功、谷啓光、石田道雄、 

吉沢浩志、田中憲一、樋口渉、細野浩之、布川修、寺島隆夫. 日産婦新潟地

方部会会誌 62:44-47,1991 

37. 部分胞状奇胎の疫学的臨床病理学的検討 

児玉省二、金沢浩二、本間滋、青木陽一、高橋完明、田中憲一 日本産科婦

人科学 会雑誌 43:1219-1225,1991 

38. 絨毛細胞の増殖能に及ぼす各種 Growth-factor の効果に関する解析 

青木陽一 日本産科婦人科学会雑誌 43:627-632,1991 
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